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研究開発の概要

目的：Radio-on-Fiber（RoF)を利用したソフトウェア

光ファイバ無線ネットワークによるヘテロジニアス

ネットワークの構築による放送・通信の融合

サブテーマと主な分担：

1）広帯域無線波の一括伝送のためのダイナミック

レンジ改善方式 （大阪工業大学、ATR)
2）広帯域無線信号の一括伝送実験

（大阪工業大学、ATR)
3）符号分割を用いた広帯域無線信号の光ファイバ

多重伝送実験およびネットワーキング技術

（大阪大学）
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（１）ダイナミックレンジ改善
－RoFリンクと非線歪みー
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ー非線形歪みの影響ー

非線形歪み量と出力C/(N+D)の解析結果
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ー非線形歪みの抑圧ー

従来検討されてきた3次歪みに加えて2次歪

みも同時に除去できる新しい歪み抑圧技術
の開発が必要

二つのパラメータを使用する3種類の方式の
提案と改良

（１）電圧制御と波長制御を併用した方式

（２）直列接続および並列接続型EAMを用いる方式

（３）2波長同時伝送による方式



直列接続EAM方式の歪み抑圧

従来方式（単一EAM) 直列接続EAM方式



サブテーマ（１）、（２）に関する成果のまとめ

（1）広帯域無線波の一括伝送のためのダイナ

ミックレンジ改善方式

3次歪みに加えて2次歪みも同時に除去できる

新しい歪み抑圧技術を開発

（２）広帯域無線信号の一括伝送実験

一括伝送に必要な要件を明らかにし、

上記開発技術を実証実験で確認



（３）符号分割を用いた広帯域無線信号
の光ファイバ多重伝送実験および
ネットワーキング技術

主として通信サービスを対象とする電波の
ルーティング技術の提案と実証

１．光符号分割多重伝送時のエイリアス干渉
を抑圧する技術

２．光ファイバ無線分散アンテナシステム
空間分割多元接続方式

３．ゲートウエイ機能のひとつとして異種無線
IP電話の相互接続技術



光符号分割多重化方式
「直接光スイッチング符号分割多重化方式」



１．広帯域無線伝送と光符号分割多元接続方式

ソフトウェア無線ゲートウェイがインターネットと無線送受信機を接続
無線サービス毎に光符号で符号を行った後、多重化伝送



マルチバンド化時の問題点 [エイリアス干渉]

符号化後のエイリアススペクトルが、他信号帯域に干渉する
カオス符号の適用により、この抑圧をはかる



原理確認用 実験構成





PHSと無線LANのCW実験
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PHSと無線LANのCW実験2

カオス符号の場合
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2. RoF分散アンテナシステムと空間分割多元接続方式

グループ内のユーザ
はOFDMAを使って
ユーザを多重化

SDMAを使って
グループを多重化

同時アクセス可能ユーザ数の改善



3.異種無線IP電話システムの相互接続技術

PHS WLAN
周波数、帯域幅 1.9GHz, 300kHz 2.4GHz, 20MHz

音声コーデック ADPCM PCM

アクセス制御 TDMA CSMA/CA

変調方式 π/4DQPSK BPSK,QPSK,16QAM, 
64QAM-DSSS

・呼制御用SIPサーバ
・IPアドレス管理用ロ
ケーションサーバ



W-LAN:11b
2.4GHz
(N900iL)

PHS:
1.9GHz

(PRIMANET)

W-LAN11g:2.4GHz
(Win Messenger)

VoIP connection 
Between WLAN and PHS

(ODINS)

133.1.aaa.bbx

133.1.ccc.ddx

VoIP call sessions are 
established by SIP protocoll

電波暗室内で再放射実験を実施→著しい品質劣化はみられなかった



サブテーマ（３）に関する成果のまとめ

１．光符号分割多重伝送エイリアス干渉抑圧技術とそ
の実験
マルチバンド伝送時の課題として、エイリアス干渉問題を
明確化し、カオス符号に適用によってその抑圧効果を実験
的に確認

２．光ファイバ無線分散アンテナシステムと空間分割
多元接続方式
端末グループ化方式、周波数スケジューリング方式による
収容ユーザ数の改善

３．異種無線IP電話の相互接続技術
PHSと無線LAN端末間の異種無線IP電話の相互接続
音声コーデック、変調方式、アクセス制御方式の相違を
クリアし、電波暗室内での実機による実証実験を実施
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